
グループホーム建設と新聞報道 

 2018 年 5 月、ゴールデンウィーク前の頃だったと思う。伊勢新聞の記者がまぐのりあの理事長を追い

かけているという噂がどこからか聞こえてきた。前年末にグループホーム建設のための用地を取得し、3

月に造成工事を終えた頃だった。グループホーム建設のために NPO 法人を起ち上げているとはいえ、建

設までには、設計事務所や建設業者を決定するための入札の準備、グループホームの間取りや必要な設

備、入居者や職員の募集も考えなければならない頃だった。障がいを持つ子どもたちの親が中心となって

NPO 法人を設立したが、設計や建設のこととなると素人同然の集団だった。 

 私たちは連日のように会議や各関係機関との打ち合わせに追われていた。しかし、打ち合わせをするた

めの決まった場所があるわけでもなく、役員宅を転々としていたし、役員間や関係先への連絡もそれぞれ

の携帯電話を頼りにしていたのだった。そして、建設のための用地を確保したものの、設計事務所や建設

業者のこと、建設に伴う資金などを考えると頓挫することもあるかもしれないとの思いもあった。だか

ら、記者が理事長を追いかけているとはいえ、グループホームの建設を発表することには躊躇もしてい

た。一方で、親の思いや障がいを持つ人の暮らしのことなどは話したいとも思っていた。それにしても、

このような状態の組織体だったから、摑まえるのが大変だっただろう。 

 そして、会うことにした。私たちは公表するには躊躇していたから、建設についての具体的な話は意識

的に避けていたつもりだが、障がいを持つ子どもたちの成人後の暮らしについてはずいぶんと話したよ

うに思う。 

多分、私たちは、 

・親亡き後の心配しているよりも、親が元気なうちに障がいを持つ子どもたちが、安心して暮らしている

様子を見たいこと。 

・今までのような施設や兄弟姉妹の保護によるものではなく、小規模のグループホームで助け合って暮

らしてほしいこと。 

・熱意を持った支援者によって必要な支援を受けたいこと。 

・地域との繋がりがあり孤立するのではなく、一方的な保護による支援でもないこと。 

・障がい者自身の意思が尊重された生き方を願っていること。等々。 

思っている沢山のことを話したように思う。記者の取材力もプロ意識を感じさせるもので、いつの間に

か記事ができていた。私たちは、「公表してもいいかな。」と言う気持ちになった。私たちは、尾鷲市に本

社をおく 2 紙（紀勢新聞社、南海日々新聞社）とともに、取材を受けることにした。そして、各紙に掲載

された。 

  ☆   ☆   ☆   ☆   ☆ 

2019 年 3 月、グループホームが完成し、4 月には「和家」として事業を開始した。グループホームの

完成と事業の開始を伝えてほしく各新聞社に連絡をしたのだが・・・伊勢新聞の記者は尾鷲の地を離れ他

所に赴任していた。 

2023 年 4 月、事業開始から 4 年が過ぎた。グループホームができたことで私たちの目標が達成された

とは思っていない。「地域で普通に暮らす」ための新しい課題も見えてきている。もう一度、「和家」のリ

ビングで話し合ってみたいと思う・・・。 

あのときの記者さんは、今頃は何処の街で駆け回っているのだろうか？このホームページが目にとま

るだろうか？                     （NPO 法人まぐのりあ 編集担当） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊勢新聞 ２０１８年５月１８日 



 

 

 

南海日々 ２０１８年５月９日 



 

紀勢新聞 ２０１８年５月１１日 


